
第28回 市民セミナー

災害・防災の視点。
水環境分野から
見えること、できること。

10時20分　受付開始
10時50分　開始
16時30分　終了予定

250名（東京会場150名、大阪会場100名）

2019年8月２日（金）　
東京会場

地球環境カレッジホール
　　　　　　　（いであ㈱内）大阪会場

いであ㈱大阪支社ホール

一　般　3,000円
大学生　1,000円
高校生以下 無料

テレビ会議システムにより
　　　　　２カ所で同時に開催します。

公益社団法人 日本水環境学会

定員に達し次第、受付を終了します。

開催日時

会場

定員

参加費（税込、資料代含む）

http://www.gecollege.or.jp/gec/gec.htm#02
http://www.ideacon.jp/company/office/osaka.html


10：50～11：00　開会挨拶

11：00～12：00　ハード・ソフト両面の対策をわかりやすく解説！
　　　　　　　  近年の主な水害と防災・減災対策の取組みについて
　　　　　　　　 国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室長　笠井 雅広氏（東京会場）

13：00～14：00　東京都内での観測・研究結果を中心に解説！
　　　　　　　  ゲリラ豪雨の実態とその適応策
　　　　　　　　 防災科学技術研究所 水・土砂防災研究部門　横山 仁氏（東京会場）

14：10～15：10　水害リスクに応じた まちづくりの処方箋！
　　　　　　　  減災型治水システムの実現可能性～滋賀県の取り組みから
　　　　　　　　 滋賀県立大学環境科学部　環境政策・計画学科　瀧 健太郎氏（大阪会場）

15：20～16：20　これからの環境マネジメントや環境リスク管理を考究！
　　　　　　　  災害時の環境衛生を考える～災害文明と災害文化の視点から
　　　　　　　　 名古屋大学減災連携研究センター　平山 修久氏（大阪会場）

16：20～16：30　閉会挨拶
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■申し込み・問い合わせ先（セミナー運営業務受託者）
　　株式会社 日本水道新聞社　出版企画事業部　名取、村仲
　　〒102-0074　東京都千代田区九段南4丁目8番9号
　　TEL：03-3264-6724　FAX：03-3264-6725　E-mail：sympo@suido-gesuido.co.jp

　FAXまたはE-mailに ①参加者氏名（フリガナ）②会員・非会員の別 ③会員の場合は会員番号 ④希望受講会場
　⑤連絡先（所属団体名、住所、電話・FAX番号およびE-mail）̶ をご記入の上、下記宛てにお申し込み下さい。
　FAXの場合は下記申込書をご利用下さい。また、7月28日までに下記口座に参加費をお振り込み下さい。
　入金を確認後に参加証をお送りいたします。

プログラム

申込方法

　三菱UFJ銀行 市ヶ谷支店 （普通）1016020　㈱日本水道新聞社

　日本水道新聞社　名取 行　TEL：03-3264-6724　FAX：03-3264-6725

参加費振込先

同一団体で複数の方が受講される場合は、お手数ですが本欄を複写してご利用下さい。

※申込受付の確認、参加証の送付等に使用しますので、メールアドレスは必ずご記入下さい。

受
講
申
込
書

　 （フリガナ）
① 氏　名 ② 会　員　　非会員

③ 会員番号

該当する方に
〇を付けて下さい。 ④ 東京　　大阪

⑤ 連絡先　所属団体名：
 　　　　　住所：〒

 　　　　　電話：　　　　　　　　　　　　　　　FAX：
 　　　　　E-mail：

希望する会場に
〇を付けて下さい。

※講師の都合等で内容が一部変更になる場合があります。
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